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第３章 

施策・事業
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３つのキープロジェクト 

１ 公共交通ネットワークの再構築 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業者間での路線・ダイヤ・運賃等にかかる調整の円滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 公共交通サービスの担い手確保 
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公共交通ネットワークの再構築 

 公共交通体系のあり方を検討する有識者会議の設置

 地域公共交通利便増進計画の策定検討

  

地域公共交通利便増進実施計画 

 

 エリア一括協定運行事業の検討

  

エリア一括協定運行事業 

 

  

輸送資源を総動員し、 
持続可能な公共交通ネットワークを構築する 
公共交通と様々な移動サービスを組み合わせて便利に移動できるようにします 

 
施策１ 
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幹線の維持・確保 

 

 幹線の維持・確保

 市街地中心部の路線バス重複区間における運行便数の調整 

 市街地における路線バスの運行系統の見直し 

● 

● 

 市街地中心部と市外や地域拠点を結ぶ路線バスの再編 

 始発・終発時刻と運行時間帯の見直し 

 乗り継ぎ利便性の確保

 

 

 

  

施策２ 
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支線の維持・確保 

 市街地以外の移動サービスの確保

 コミュニティバス・AI デマンドバスの運行 

● 

● 

 地域幹線の運行見直しに伴う運行区間の見直し 

 他分野や市民との連携による移動サービスの確保

 

 

 地域内交通再編・導入に向けた指針の策定

 運行形態やサービス内容の判断基準の明確化 

 コミュニティバス継続運行基準の見直し 

 

 

施策３ 

AI  
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新たなモビリティや技術の導入・検討 

 

 市街地中心部の回遊性向上や、郊外住宅地の移動利便性向上に資する新たなモビリ
ティの導入

 AI デマンドバスなどによる乗合交通の運行 

● 

● 

 市街地中心部におけるパーソナルモビリティやシェアモビリティの導入 

 自動運転の導入検討

  

施策４ 
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旅客需要を創出する運賃体系の整備 

 

 路線バスの運賃制度の見直し

 

ゾーン制（地帯制）運賃 

 

 複数の交通サービスに関わる運賃体系の検討

 

 

 運賃割引制度の導入・運用

 路線バスへの金額式定期券の導入 

 路線バスの共通定期券と乗り継ぎ運賃割引の
運用 

● 

● 

 児童・生徒や高齢者・障がい者の運賃割引や運賃助成制度の継続実施 

● 

● 

 

施策５ 
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事業者間での路線・ダイヤ・運賃等にかかる 
調整の円滑化 

 

 独占禁止法特例法に基づく事業者間連携の検討

 

独占禁止法特例法により可能となる取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策６ 
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公共交通サービスの担い手確保 

 

 担い手確保に向けた周知活動の実施

 

 

 公共交通サービスの安定供給に資する運行コスト削減や収益向上策の検討

 タクシーの予約・配車の連携や夜間営業の分担 

 車両の空きスペースや運行の空き時間帯の活用 

● 

● 

● 

 担い手確保のための交通事業者への支援

 処遇改善や大型二種免許の取得に向けた支援策の検討・実施 

 交通事業者と連携した担い手確保策の検討 

● 

● 

 

  

施策７ 
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情報提供やシステム化の推進 

 

 わかりやすく使いやすい交通案内・乗り継ぎ情報の提供

 運行経路や時刻、接近情報などの提供 

● 

● 

● 

 

まつえ・いずもバスナビ 

スマートバス停 

 交通結節点や車内における Wi-Fi 環境の整備 

 

 

デジタル技術を活用して、 
公共交通の利便性を向上する 
デジタル技術の活用により、公共交通を使いやすく、わかりやすくします ➁

施策１ 
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 利便性向上に資するシステムの構築

 時刻や経路の検索、予約、決済等の一元化 

 マイナンバーカードとの連携や混雑状況提供システムの導入検討 

● 

● 
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交通データの利活用による利便性向上・安全運行の確保 

 

 交通系 カードデータの可視化・活用

 

 

 

 

 オープンデータ化の推進

 

 

GTFS（General Transit Feed Specification） 

 安全性と定時性の確保

● 

● 
 

PTPS（Public Transportation Priority System：公共車両優先システム） 

  

 

施策２ 
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まちづくりと連携した交通結節点の機能確保・向上 

 

 松江駅のターミナル機能向上

 JR 松江駅のターミナル再整備 

● 

 JR 松江駅における交通案内の充実と安全対策 

● 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

施策１ 

まちのにぎわいにつながる、 
人と環境にやさしい公共交通を整備する 
公共交通を利用して人がまちに集うことで、にぎわいをつくります 

 
➂
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 交通結節点における機能整備・向上

 乗り継ぎ拠点の整備 

● 

● 

● 

 「パーク&ライド」の推進 

 自転車や新たなモビリティ等との連携強化
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公共交通の利用環境の改善 

 

 待合環境・走行環境の充実・改善

 

 

  

バスベイ 

 案内表示の改善

 

 

 決済手段の多様化

 

コード決済 

クレカタッチ決済 

 

施策２ 
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 バリアフリー化の推進

 

 

 

UD タクシー 

 接遇・運転技能の向上
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脱炭素化の推進 

 

 クリーンエネルギーの活用

 再生可能エネルギーの普及 

 環境にやさしい車両の導入 

● 

● 

 

燃料電池バス 

 

 

 

 

 

 

 
      

 

施策３ 
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 公共交通が環境にやさしいことの周知
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市民会議との協働により公共交通を支える仕組みの再構築 

 

 市民・民間企業・交通事業者・行政による協働

 市民会議の運営 

 地元組織（利用促進）の運営・活動支援 

● 

● 

  

 事業所や市民と連携した支援 

● 

● 

● 

 行政による支援

 

 

  

市民・民間企業・交通事業者・行政が協働し、 
公共交通の利用を促進する 
みんなで公共交通を支え、移動の選択肢として選んでもらえるようにします 

施策１ 
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利用促進・利用意識の醸成 

 

 公共交通の利用促進

 ノーマイカー運動の推進 

 利用促進イベント・キャンペーンの開催 

 利用につながる魅力的な商品づくり 

 高齢者の運転免許自主返納の推進 

  

施策２ 
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 利用意識の醸成

 利用者のマナー改善 

 公共交通の乗り方教室の開催 

 通勤者や通学者を対象としたモビリティ・マネジメント 

● 

● 

モビリティ・マネジメント（Mobility Management, 略称 MM） 
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第４章 

計画の目標と達成状況の評価
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 計画の目標と評価指標

 

 

➁
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➁ 
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➁ 

 

 

➁ 
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 計画の推進体制

 目標達成・施策実施状況のモニタリングの方法
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松江の公共交通の未来予想図 
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資料編 
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